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[目的] 近年，様々な地域で土壌原生生物相の解明が

行われており，それぞれの地域の種組成が明らかに

されてきている。北海道釧路市，厚岸町の海に位置

する大黒島においての土壌原生生物のうち，土壌繊

毛虫（soil ciliates）に焦点を当て，大黒島の様々な場

所から採集してきた土壌よりどのような種を確認で

きるかを，培養，染色等の実験により調査した。 

 

[材料と方法] 本研究では，2005年，10月17日に大

黒島の，N 42°57’21”，E 144°52’06”の海岸地

点付近より，採集した様々な土壌試料から出現した

繊毛虫について単離培養を試み，培養株を作ること

のできた繊毛虫を対象とした。培養方法は，シャー

レに1.5％寒天培地を引いたものに土壌サンプル，蒸

留水を加え，そこから観察できた繊毛虫について単

離培養をおこなった。単離培養は24穴シャーレと培

溶液（KCMt (石井, 1999)，土壌浸出液，KCMtと土壌

浸出液を1:1で混合したもの）を使用し，餌には

Chlorogonium sp.（鞭毛虫）を用いた。以上のような

方法で培養できた繊毛虫を同定するために，光学顕

微鏡による観察では，生細胞観察と固定染色細胞の

観察の2つの方法を用いた。生細胞の観察では，メチ

ルセルロース法とワセリン法による観察方法を用い

た。また，固定染色細胞の観察では，酢酸カーミン

による核染色とプロタルゴール法による繊毛基部の

染色(Wilbert, 1975)をおこない，得られた情報から

同定を試みた。また，培養株について，Single-cell 

PCRにより，SSU rDNAの塩基配列の解析を行い，解

析結果とデータベースの検索により想定された近縁

種の情報も同定の参考とした。 

 
[結果] 寒天培地にまいた土壌サンプルより観察でき

た繊毛虫より，単離培養を試みた26種の株のうち，

Chlorogonium sp.での培養に成功したのは５株であっ

た。これらの形態観察の結果，形態的特徴を整理し

た。また，SSU rDNAの塩基配列の解析により，推定

される種として可能性の高いものとの比較を行っ

た。 

 
[考察] 培養した株は，形態的特徴においてどれも繊

毛を持ち，口部周辺に目立ったAZM (Adoral zone of 

membranelles) が 見 ら れ る こ と か ら 繊 毛 虫 門

（Ciliophora）,旋毛綱（Spirotrichea）と考えられる。

また，棘毛を細胞表面に持っていることから棘毛亜

綱（Stichotrichia）と判断した。 

 棘毛亜綱（Stichotrichia）を目（Order）レベルで同

定するにはAZM周辺の棘毛，FVC(Frontoventral cirri)

の特徴が決め手となる。培養株4は，FVCがライン状

で，なおかつジグザグになっていたためOrder は

Urostylidaと判断した。株4以外は，FVCがライン状
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SUMMARY   
 In recent years, soil protists of different regions have been researched, and their species diversity analyzed. A 

faunistic study of soil ciliates from Daikoku Island, Hokkaido, Japan was done in 2005. Some strains of ciliate were 
isolated and successfully cultured. We tried to identify these with impregnations and sequence analysis of SSU rDNA by 

single-cell PCR. They were identified as Class Spirotrichea, Subclass Stichotrichia, and considered to belong to three 

species in three genera. 
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ではなかったため，Order はSporadotrichidaと判断し

た。 

 5株それぞれの形態の特徴と文献(高次分類群を例

にすれば，Berger, 1999; Lee, et al., 2000など) に基づ

いて、FVCなどの棘毛の配列，体長や，AZMの大き

さが体長に占める割合などの比較，およびSSU rDNA

の結果の総合的な検討より，株3，株13は同種の

Oxytricha granuliferaであると同定した。また，株9，

株20についてはSterkiella  histriomuscorumと同定し

た。 

 株４については，現在，種を同定できるほどの 

Anteholosticha属の情報との検討が充分ではないた

め，Anteholosticha sp.にとどめておくこととした。今

後は，さらに大黒島の土壌繊毛虫相の解明を行って

ゆきたい。 
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SUMMARY  
 The effect of soil structural properties on protozoan populations was investigated in an upland soil with manure 

application. We examined soil structural properties (size distribution of soil particles, moisture content), biological prop-

erties (microbial biomass, using the fumigation-extraction method), and the protozoan viable count (by the most probable 

number method). Protozoan distribution in soils with particles of different size classes (>2, 1.0 to 2.0, 0.5 to 1.0, 0.25 to 

0.5 and <0.25 mm) was also examined. Large particles (>0.5 mm) were 68% of the total soil particles in the soil with 

manure application, while in the soil without manure application they were 43%. Protozoan viable count in the soil with 

manure application was 1.16±0.13×103 cells/gram dry soil, while that in the soil without manure application was 

1.37±0.36×102 cells/ gram dry soil. The size of protozoa in the soil with manure application, estimated by the following 
calculation: ‘length (μm)×width (μm) = area (μm2)’, was larger than in the soil without manure application. These 

results suggest that soil structural properties affect the protozoan population in the upland soil. 
[目的] 原生動物は，土壌生態系の食物連鎖の中で細菌群集の上位に位置づけられることから，団粒構造発達


